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［
二
〇
二
〇
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
日
本
思
想
史
学
か
ら
見
る
近
現
代
の
天
皇

コ
メ
ン
ト

：

植
民
地
帝
国
／
戦
後
日
本
の
間
の
天
皇
制

米
谷
　
匡
史

Ⅰ　

代
替
わ
り
と
天
皇
制
論
議

　

今
回
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
代
替
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
制

を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
が
、
前
回
、
昭
和
か
ら
平

成
へ
の
代
替
わ
り
（
一
九
八
九
年
一
月
）
の
時
期
の
論
議
を
少
し
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

当
時
は
、
や
は
り
「
昭
和
史
」
の
特
別
な
重
み
か
ら
、
天
皇
制

に
つ
い
て
、
緊
張
感
が
あ
る
論
議
が
展
開
し
た
。
戦
争
と
フ
ァ
シ

ズ
ム
・
軍
国
主
義
、
東
ア
ジ
ア
の
植
民
地
の
問
題
を
抱
え
た
戦
前

の
近
代
天
皇
制
か
ら
、
戦
後
・
冷
戦
期
の
象
徴
天
皇
制
へ
の
転
換

が
あ
り
、
ま
さ
に
「
一
身
に
し
て
二
生
を
経
る
」
昭
和
天
皇
の
死

に
あ
た
っ
て
、「
昭
和
史
」
や
天
皇
制
の
存
続
・
転
換
が
さ
ま
ざ

ま
に
論
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

敗
戦
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
と
い
う
天
皇
制
存
続
の
危
機
を
の

り
こ
え
て
、
天
皇
制
の
転
換
と
再
構
築
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ

れ
は
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
ほ
か
占
領
軍
の
提
携
・
合
作
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
（
神
道
指
令
、「
人
間
宣
言
」、
憲
法
改
正
、
東
京
裁
判
、

朝
鮮
戦
争
と
講
和
条
約
・
日
米
安
保
体
制
）。

　

昭
和
天
皇
は
、
戦
争
責
任
の
追
及
を
回
避
し
な
が
ら
、
退
位
せ

ず
に
在
位
し
つ
づ
け
て
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
象
徴
天
皇
制
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
代
替
わ
り
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
天
皇
の
戦
争
責
任
に
言
及
し
た
発
言
に
対
し
て
、
本
島

等
長
崎
市
長
の
銃
撃
事
件
（
一
九
九
〇
年
一
月
）
が
あ
り
、
昭
和
天

皇
が
訪
問
で
き
な
か
っ
た
沖
縄
で
は
、
国
体
に
お
け
る
日
の
丸
焼

き
捨
て
事
件
（
読
谷
村
、
知
花
昌
一
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
）
が
起
き
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て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
特
有
の
緊
迫
感
の
な
か
で
の
代
替
わ
り
で
あ
り
、

即
位
儀
礼
、
特
に
大
嘗
祭
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
天
皇
制
は
な
ぜ

続
い
て
き
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
今
谷
明

『
室
町
の
王
権
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）、
同
『
戦
国
大
名
と
天

皇
』（
福
武
書
店
、
一
九
九
二
年
）、
藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談

社
叢
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
・
戦
時
期
の
政
治
史
的
研
究
が
深
ま
り
、
昭
和

天
皇
の
政
治
・
軍
事
へ
の
関
与
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

（
山
田
朗
『
昭
和
天
皇
の
戦
争
指
導
』
昭
和
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
同
『
大
元

帥
・
昭
和
天
皇
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
な
ど
）。
さ
ら
に
、

占
領
期
に
日
・
米
の
交
渉
・
提
携
に
よ
っ
て
、
昭
和
天
皇
の
戦
争

責
任
が
回
避
さ
れ
、
天
皇
制
が
再
構
築
さ
れ
た
経
緯
の
研
究
が
深

め
ら
れ
た
（
吉
田
裕
『
昭
和
天
皇
の
終
戦
史
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
二
年
）。

こ
の
領
域
は
、
そ
の
後
の
史
料
公
開
・
史
料
発
掘
を
ふ
ま
え
て
、

豊
下
楢
彦
氏
の
近
年
の
「
安
保
国
体
」
論
に
展
開
し
て
い
る
（
豊

下
楢
彦
『
昭
和
天
皇
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
見
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
八

年
、
同
『
昭
和
天
皇
の
戦
後
日
本
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
な
ど
）。

　

こ
の
よ
う
に
多
方
面
で
す
す
め
ら
れ
た
一
九
九
〇
年
代
の
天
皇

制
研
究
の
集
大
成
が
、『
講
座 

前
近
代
の
天
皇
』
全
五
巻
（
青
木

書
店
、
一
九
九
二
～
九
五
年
）、『
岩
波
講
座 

天
皇
と
王
権
を
考
え

る
』
全
一
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
～
〇
三
年
）
で
あ
っ
た
。

　

九
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年
間
に
は
、
近
現
代
の
天
皇
・
皇
后
・

皇
族
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
即
し
た
伝
記
的
研
究
が
す

す
ん
だ
ほ
か
、
地
方
巡
幸
や
メ
デ
ィ
ア
・
表
象
に
注
目
し
た
文
化

史
的
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
近
代
の
国
民
国
家
に
お
け
る

天
皇
制
（
近
代
性
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
国
民
統
合
）
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
（
三
二
年
テ
ー
ゼ
）
を
基
軸
と
し
た
戦
後
歴

史
学
や
市
民
社
会
派
の
社
会
科
学
と
は
枠
組
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
代
替
わ
り
は
、
近
代
以
降
初
め
て
の

「
譲
位
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
皇
統
存
続
の
危
機
の
予
感
の
な

か
で
、
女
性
天
皇
・
女
系
天
皇
を
め
ぐ
る
論
議
も
浮
上
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

Ⅱ　

河
西
秀
哉
氏
の
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

河
西
秀
哉
氏
の
報
告
で
は
、
宮
内
庁
と
メ
デ
ィ
ア
（
皇
室
記
者

た
ち
）
が
協
調
・
共
犯
関
係
の
な
か
で
、
民
主
化
さ
れ
た
「
人
間

天
皇
」
を
演
出
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
藤
樫
準
二
（
一
八
九
七
～
一
九
八
五
）
に
照
明
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
藤
樫
は
、
戦
前
か
ら
の
長
い
皇
室
記
者
経
験
が
あ
り
、

『
陛
下
の
〝
人
間
〟
宣
言
』（
同
和
書
房
、
一
九
四
六
年
）
を
刊
行
し

て
、「
人
間
宣
言
」
と
い
う
言
葉
が
流
布
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
作

っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
人
間
宣
言
」
と
い
う
言
葉
で
、
戦
前
と
戦
後
の
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断
絶
を
印
象
づ
け
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
し
た
い
。
一
九
四
六
年

の
年
頭
詔
書
か
ら
、
神
か
ら
人
間
へ
の
転
換
、
戦
前
と
戦
後
の
断

絶
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
も
と
も
と
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
な
印
象
操
作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
年
頭
詔
書
の
核
心
部
分

に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

朕
ト
爾
等
国
民
ト
ノ
間
ノ
紐
帯
ハ
、
終
始
相
互
ノ
信
頼
ト
敬

愛
ト
ニ
依
リ
テ
結
バ
レ
、
単
ナ
ル
神
話
ト
伝
説
ト
ニ
依
リ
テ

生
ゼ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
天
皇
ヲ
以
テ
現
御
神
ト
シ
、
…
…
架

空
ナ
ル
観
念
ニ
基
ク
モ
ノ
ニ
モ
非
ズ
。

　

こ
こ
で
は
、
戦
時
期
の
天
皇
神
格
化
の
風
潮
を
否
定
し
、
一
時

的
な
逸
脱
と
し
て
切
り
捨
て
た
う
え
で
、
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性

を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
天
皇
は
神
で
は
な
く
、

戦
前
も
戦
後
も
一
貫
し
て
天
皇
は
神
格
を
も
た
な
い
、
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
こ
の
詔
書
で
は
、
神
か
ら
人
間
へ
の
転
換
は
語
ら
れ

て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
人
間
と
い
う
言
葉
も
出
て
こ
な
い
。
こ
の

詔
書
の
原
案
は
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
冒
頭

に
五
箇
条
誓
文
の
引
用
を
挿
入
す
る
こ
と
に
昭
和
天
皇
は
こ
だ
わ

っ
た
。
こ
れ
は
、「
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
を
強
化
」
す
る
と

い
う
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
方
針
に
合
致
さ
せ
な
が
ら
、
日
本
に
お
け

る
近
代
初
頭
以
来
の
民
主
主
義
の
連
続
を
語
り
、
そ
れ
に
沿
う
も

の
と
し
て
天
皇
制
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
（
米
谷
「
丸
山
真

男
と
戦
後
日
本
」、『
丸
山
真
男
を
読
む
』
情
況
出
版
、
一
九
九
七
年
）。

　
「
人
間
宣
言
」
と
い
う
言
葉
は
、
戦
前
と
戦
後
の
断
絶
を
印
象

づ
け
る
キ
ー
タ
ー
ム
と
し
て
流
布
し
た
が
、
藤
樫
準
二
自
身
は
、

こ
の
よ
う
な
断
絶
と
連
続
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
昭
和
天
皇
の
君
主
と
し
て
の
意
識
の
連
続
性
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
象
徴
天
皇
制
は
、
立
憲
君
主
制
な
の
か
、
天
皇
は
元

首
な
の
か
、
た
び
た
び
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
し
ば
し
ば
類
比
さ

れ
る
の
は
、「
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」
を
原
則
と
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
立
憲
君
主
制
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
主
権
は
国
王
と
議
会
が

分
有
し
て
い
る
（
議
会
に
お
け
る
国
王
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後

憲
法
の
象
徴
天
皇
制
で
は
、
天
皇
は
政
治
的
な
権
限
（
天
皇
大
権
）

を
喪
失
し
て
お
り
、
主
権
者
は
国
民
で
あ
る
。
戦
後
の
憲
法
学
で

は
、
戦
後
日
本
は
共
和
制
で
あ
り
、
天
皇
を
元
首
と
す
る
君
主
制

で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
も
有
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
天
皇

を
元
首
と
し
て
憲
法
に
明
記
し
よ
う
と
す
る
保
守
勢
力
の
改
憲
案

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
は
、
外
交
使
節
の
接
受
な
ど
、
事
実

上
の
元
首
と
し
て
ふ
る
ま
う
事
例
が
な
し
く
ず
し
に
定
例
化
し
て

い
る
が
、
憲
法
上
、
明
確
に
元
首
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
昭
和
天
皇
は
、
戦
後
の
新
憲
法
の
も
と
で
も
君
主
と

し
て
の
自
己
意
識
を
持
ち
つ
づ
け
た
。
毎
日
、
各
種
の
新
聞
を
読

ん
で
国
情
を
把
握
し
、
発
布
す
る
法
律
の
条
文
を
読
む
ほ
か
、
水

害
、
食
糧
難
な
ど
民
衆
の
苦
難
を
憂
え
て
い
る
。
元
来
、
全
国
各
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地
を
巡
幸
し
、
歌
を
詠
む
行
為
は
、
古
代
王
権
以
来
の
統
治
儀
礼

と
し
て
の
「
国
見
」
で
あ
り
、
政
治
的
意
味
を
も
っ
た
文
化
的
行

為
で
あ
る
。
琉
歌
を
詠
み
、
民
衆
の
被
災
を
憂
え
る
平
成
の
明
仁

天
皇
の
行
為
も
、「
国
見
」
の
現
代
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

皇
太
子
・
摂
政
宮
時
代
の
裕
仁
親
王
は
、
台
湾
（
一
九
二
三

年
）・
樺
太
（
一
九
二
五
年
）
へ
の
行
啓
を
お
こ
な
っ
た
が
、
即
位

し
て
昭
和
天
皇
と
な
っ
て
か
ら
も
、
朝
鮮
に
は
行
幸
で
き
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。
最
晩
年
ま
で
希
望
し
て
い
た
沖
縄
行
幸
も
実
現
し

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
外
地
・
植
民
地
を
ふ
く
む
版
図
を
め

ぐ
っ
た
植
民
地
帝
国
の
行
幸
と
、
戦
後
に
各
地
を
め
ぐ
っ
て
戦
災

か
ら
の
復
興
を
は
げ
ま
し
た
地
方
巡
幸
と
は
、
ど
の
よ
う
な
差
異

と
連
続
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
皇
室
記
者
と
し
て
地
方
巡
幸
を

取
材
し
、
報
道
し
た
藤
樫
準
二
は
、
行
幸
を
め
ぐ
る
戦
前
・
戦
後

の
連
続
と
断
絶
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

河
西
氏
は
、「
昭
和
天
皇
の
「
日
本
」
意
識
」（『
天
皇
制
と
民
主

主
義
の
昭
和
史
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
で
、
昭
和
天
皇
に
と
っ

て
の
「
日
本
」
と
い
う
統
治
空
間
を
論
じ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

昭
和
天
皇
の
「
日
本
」
意
識
か
ら
は
沖
縄
が
は
ず
さ
れ
て
お
り
、

共
産
主
義
の
浸
透
の
防
波
堤
と
な
る
「
利
益
線
」
と
し
て
の
台

湾
・
韓
国
・
沖
縄
の
位
置
づ
け
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
帝

国
・
皇
室
を
守
護
す
る
「
藩
屛
」
と
し
て
、
周
囲
の
東
ア
ジ
ア
地

域
を
見
る
帝
国
意
識
の
残
存
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ　

黒
川
伊
織
氏
の
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

黒
川
伊
織
氏
の
報
告
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に

か
け
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
共
産
主
義
者
の
「
天
皇
制
」
認
識
が
、

シ
ベ
リ
ア
出
兵
や
中
国
国
民
革
命
へ
の
山
東
出
兵
、
満
洲
事
変
な

ど
、
対
外
関
係
と
の
連
関
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二

七
年
テ
ー
ゼ
で
は
「
君
主
制
」
の
打
倒
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、

「
一
九
三
一
年
政
治
テ
ー
ゼ
草
案
」
や
一
九
三
二
年
テ
ー
ゼ
で
初

め
て
「
天
皇
制
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
、
そ
の
打
倒
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
社
会
科
学
の
枠
組
が

確
立
し
、
日
本
社
会
と
政
治
体
制
の
分
析
を
つ
う
じ
て
、
天
皇
制

が
支
配
体
制
の
な
か
で
占
め
る
位
置
づ
け
が
論
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際

連
帯
の
豊
か
な
感
覚
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
一
九
三
〇

年
代
に
、
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
像
が
確
立
し
て
い
く
に

つ
れ
て
、
視
座
が
一
国
史
的
に
な
っ
て
い
く
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
点
を
考
え
た
い
。

　

中
国
国
民
革
命
に
干
渉
す
る
山
東
出
兵
に
た
い
し
て
は
、
労
働

農
民
党
系
の
「
対
支
非
干
渉
運
動
」
が
あ
り
、
朝
鮮
・
台
湾
の
農

民
運
動
と
の
連
帯
も
試
み
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
反
帝
同
盟

（
一
九
二
九
年
）
は
、
中
国
・
満
洲
へ
の
侵
略
戦
争
に
反
対
し
、
日

本
内
地
に
在
住
し
て
い
る
朝
鮮
人
・
台
湾
人
の
権
利
の
擁
護
な
ど
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も
訴
え
て
い
る
。
当
時
、
弁
護
士
の
布
施
辰
治
は
、
朝
鮮
人
共
産

主
義
者
の
弁
護
や
台
湾
・
朝
鮮
の
農
民
運
動
の
支
援
も
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
連

帯
の
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
、
共
産
主
義
者
た
ち
は
活
動
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
西
洋
諸
国
よ
り
は
後
進

的
だ
が
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
よ
り
は
先
進
的
な
「
日
本
資
本
主
義
」

の
類
型
論
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
半
封
建
制
・
前
近
代
性

を
は
ら
ん
だ
日
本
資
本
主
義
の
分
析
が
確
立
し
、
日
本
帝
国
主
義

の
対
外
的
な
自
己
展
開
と
し
て
、
植
民
地
拡
大
を
と
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

他
方
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
も
、
共
産
主
義
者
の
外
地
・
植
民

地
経
験
は
継
続
し
て
い
る
。
ゾ
ル
ゲ
事
件
で
諜
報
活
動
を
お
こ
な

っ
た
尾
崎
秀
実
や
水
野
成
、
宮
城
与
徳
、
中
国
共
産
党
諜
報
団
事

件
（
中
西
功
、
西
里
龍
夫
、
尾
崎
庄
太
郎
な
ど
）
の
関
係
者
た
ち
は
、

帝
国
主
義
の
諸
矛
盾
の
結
節
点
で
あ
っ
た
植
民
地
都
市
・
上
海
で
、

反
帝
国
主
義
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
出
会
い
、
そ
の
衝
撃
を
日

本
内
地
に
も
ち
か
え
っ
た
。
尾
崎
秀
実
は
、
日
本
共
産
党
と
は
別

系
統
で
あ
り
、
む
し
ろ
中
国
共
産
党
の
准
党
員
で
あ
る
。
西
里
龍

夫
は
中
国
共
産
党
員
で
あ
り
、
沖
縄
出
身
の
宮
城
与
徳
は
ア
メ
リ

カ
共
産
党
日
本
人
部
で
活
動
し
、
日
本
へ
と
派
遣
さ
れ
て
尾
崎
と

ゾ
ル
ゲ
を
仲
介
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
外
地
・
植
民
地
の
経
験
と
、
日
本
国
内
の
マ
ル
ク

ス
主
義
社
会
科
学
の
理
論
展
開
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
を
は
ら
み
、

「
天
皇
制
」
認
識
に
も
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
黒
川
氏
の
報
告
で
は
、
国
外
の
ソ
連
や
中
国
で
活
動
し

た
野
坂
参
三
と
、
国
内
で
長
く
獄
中
に
い
た
徳
田
球
一
の
「
天
皇

制
」
認
識
の
差
異
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
共
産
党
内
部
の

路
線
対
立
だ
け
で
な
く
、
中
国
共
産
党
員
や
ア
メ
リ
カ
共
産
党
員

と
し
て
活
動
し
た
日
本
人
（
沖
縄
人
）
共
産
主
義
者
を
視
野
に
入

れ
て
、「
天
皇
制
」
認
識
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ⅳ　

小
平
美
香
氏
の
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

小
平
美
香
氏
の
報
告
で
は
、
明
治
期
に
神
祇
行
政
、
皇
后
祭
祀
、

女
子
教
育
に
深
く
関
わ
っ
た
国
学
者
の
福
羽
美
静
（
一
八
三
一
～
一

九
〇
七
）
を
中
心
に
と
り
あ
げ
て
い
る
（
小
平
氏
は
、「
国
学
者
・
福
羽

美
静
の
思
想
と
信
仰
」、『
神
道
宗
教
』
二
五
四
・
二
五
五
号
、
二
〇
一
九
年
、

も
書
か
れ
て
い
る
）。

　

福
羽
美
静
は
、
天
武
・
持
統
朝
の
祭
祀
を
参
照
し
な
が
ら
、
明

治
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
「
皇
后
御
拝
」
を
制
定
し
た
ほ
か
、
皇
后

の
宮
中
祭
祀
へ
の
関
与
を
重
視
し
、「
天
祖
」
の
祭
祀
を
天
下
万

民
に
広
く
伝
え
る
「
国
民
教
化
」
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。

ま
た
、
皇
位
の
継
承
に
女
性
を
含
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
議
論
に
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も
、
福
羽
は
関
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
福
羽
の
議
論
に
は
、
近
代
国
学
に
お
け
る
文
明
開

化
と
古
代
回
帰
の
特
質
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
開
明
的
な
近
代
国

学
者
と
し
て
の
福
羽
は
、
明
治
期
の
文
明
開
化
の
風
潮
の
な
か
で
、

女
性
啓
蒙
を
論
じ
、
儒
教
に
よ
る
男
尊
女
卑
の
旧
習
を
否
定
し
て
、

近
代
的
な
女
子
教
育
に
も
深
く
関
わ
り
、
東
京
女
子
師
範
学
校
摂

理
（
一
八
八
〇
～
八
一
）
も
務
め
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
開
明
的
な
近
代
国
学
の
女
性
観
、
儒
教
の
男
尊
女

卑
の
風
潮
へ
の
批
判
、
そ
し
て
古
代
回
帰
と
西
洋
化
・
近
代
化
を

試
み
る
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
近
世
末
期
か
ら
近
代
に
か

け
て
の
国
学
に
は
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
を
否

定
し
、
古
代
に
回
帰
し
な
が
ら
皇
国
の
伝
統
を
保
持
し
つ
つ
、
文

明
開
化
へ
と
接
合
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
代
の

国
学
者
と
も
い
え
る
後
年
の
高
群
逸
枝
の
議
論
に
は
、
女
性
の
自

覚
と
と
も
に
、
母
性
論
と
古
代
回
帰
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
福
羽

美
静
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
近
代
国
学
の
女
性
観
と
対
外
認
識

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
国
学
・
神
道
の
女
性
観
と
、
対
外
的
な
版
図
の
拡

大
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
沖
縄
の
事
例
で
あ
る
。
琉
球
王
朝

以
来
、
沖
縄
で
は
祭
祀
へ
の
女
性
の
関
与
が
大
き
か
っ
た
（
聞
得

大
君
と
斎
場
御
嶽
、
ノ
ロ
制
度
な
ど
）。
そ
し
て
、
琉
球
併
合
の
後
、

各
村
の
御
嶽
に
神
社
が
建
て
ら
れ
、
神
社
神
道
と
沖
縄
の
在
地
の

信
仰
と
の
習
合
が
は
か
ら
れ
た
。
近
代
の
国
学
者
で
あ
る
折
口
信

夫
は
、
沖
縄
へ
の
関
心
が
強
く
、
古
代
研
究
や
女
性
祭
祀
を
め
ぐ

っ
て
、
沖
縄
の
事
例
を
参
照
し
て
論
じ
て
い
た
。「
沖
縄
学
」
を

創
始
し
、
近
代
沖
縄
の
国
学
者
と
も
い
え
る
伊
波
普
猷
も
、
琉
球

の
言
語
・
習
俗
・
歴
史
を
探
求
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
女
性
史
に
も

関
心
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
琉
球
の
併
合
後
、
帝
国
の
版
図
が
拡
大
し
て
い
く
な
か

で
、
外
地
・
植
民
地
の
各
地
に
海
外
神
社
が
創
建
さ
れ
て
い
る

（
台
湾
、
朝
鮮
、
樺
太
、
満
洲
ほ
か
）。
そ
の
際
、
祀
ら
れ
る
祭
神
を
定

め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
国
・
地
域
の
国
魂
を
祀
る
か
否
か
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、「
帝
国
神
道
」
が
抱
え
こ
ん
だ
矛
盾
・
葛
藤

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
菅
浩
二
『
日
本
統
治
下
の
海
外
神
社
』
弘
文

堂
、
二
〇
〇
四
年
、
青
野
正
明
『
帝
国
神
道
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一

五
年
、
な
ど
）。

　

福
羽
美
静
の
存
命
中
に
、
琉
球
併
合
、
台
湾
併
合
、
台
湾
神
社

創
建
（
一
九
〇
一
年
）
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
植
民
地
帝
国
と

し
て
拡
大
し
は
じ
め
た
帝
国
日
本
の
神
道
や
祭
祀
に
つ
い
て
、
福

羽
美
静
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

�

（
東
京
外
国
語
大
学
教
員
）
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